
１アマ無線工学 新問題の解説 令和５年４月期

Point 二つの直列接続された同じ値の抵抗に加わる電圧は、同じ値なので全体に直列抵抗に加わる

電圧は、一つの抵抗に加わる電圧の 2倍になる。同じ値の抵抗Ｒを並列接続すると合成抵抗はＲ/2と

なる。

解説

図１のように抵抗の記号と各部の電圧を定めると、Ｒ１＝Ｒ２＝10〔Ω〕なので、Ｖ１＝Ｖ２＝3〔Ｖ〕

となる。よって、Ｖ３＝Ｖ１＋Ｖ２＝3＋3＝6〔Ｖ〕となる。

図１

次に、Ｒ１、Ｒ２の直列抵抗はＲ１＋Ｒ２＝20〔Ω〕となるので、Ｒ３＝20〔Ω〕との並列合成抵抗

はＲｘ＝20/2＝10〔Ω〕となる。これはＲ４と同じ値なので、Ｖ４＝Ｖ３＝6〔Ｖ〕である。よって、

Ｖ５＝Ｖ３＋Ｖ４＝6＋6＝12〔Ｖ〕となる。

次に、Ｒ４、Ｒｘの直列抵抗はＲ４＋Ｒｘ＝20〔Ω〕となるので、Ｒ５＝20〔Ω〕との並列合成抵抗

はＲｙ＝20/2＝10〔Ω〕となる。これはＲ６と同じ値なので、Ｖ６＝Ｖ５＝12〔Ｖ〕である。よって、

Ｖ７＝Ｖ５＋Ｖ６＝12＋12＝24〔Ｖ〕となる。

端子ａｂ間に加える電圧はＶ７なので、24〔Ｖ〕である。

［正答：3]



Point デシベルの計算は、対数（log１０）で計算するがデシベルの数値を覚えておいて、真数の掛

け算のときはデシベルの和で、真数の割り算のときはデシベルの差で計算すると簡単である。

解説

１ 1〔ｍＷ〕を0〔ｄＢｍ〕としたとき，0.8〔Ｗ〕＝8×10２〔ｍＷ〕だから，

ＰｄＢ＝10log１０(8×10２)＝10log１０2３＋10log１０10２＝3×10log１０2＋2×10log１０10

＝3×10×0.3＋2×10＝29〔ｄＢｍ〕

8＝2×2×2なので、3〔ｄＢ〕＋3〔ｄＢ〕＋3〔ｄＢ〕＝9〔ｄＢ〕と計算式することもできる。

２ 1〔μＶ/ｍ〕を0〔ｄＢμＶ/ｍ〕としたとき，

0.4〔ｍＶ/ｍ〕＝400〔μＶ/ｍ〕＝4×10２〔μＶ/ｍ〕だから，

ＥｄＢ＝20log１０(4×10２)＝20log１０2２＋20log１０10２＝2×20log１０2＋2×20log１０10

＝2×20×0.3＋2×20＝12＋40＝52〔ｄＢμＶ/ｍ〕

4＝2×2なので、6〔ｄＢ〕＋6〔ｄＢ〕＝12〔ｄＢ〕と計算式することもできる。

３ 電圧比で最大値から6〔ｄＢ〕下がったところの電圧レベルは，

ＡｄＢ＝20log１０Ｖ＝－6〔ｄＢ〕 より，

log１０Ｖ＝－0.3

1
log１０2－１＝－0.3 だから，電圧比Ｖ＝2－１＝

2

４ 出力電力が入力電力の200倍になる増幅回路の利得は，

ＧｄＢ＝10log１０(2×10２)＝10log１０2＋2×10log１０10

＝10×0.3＋2×10＝23〔ｄＢ〕

５ 1〔μＶ〕を0〔ｄＢμＶ〕としたとき，

0.2〔ｍＶ〕＝200〔μＶ〕＝2×10２〔μＶ〕だから，

ＶｄＢ＝20log１０(2×10２)＝20log１０2＋20log１０10２＝20log１０2＋2×20log１０10

＝20×0.3＋2×20＝46〔ｄＢμＶ〕

よって、選択肢５が正しい。

［正答：5]



Point この回路は、送信機の終段結合回路等に用いられている。この回路の解析は入出力インピー

ダンスを設定して、定Ｋ形フィルタ回路として遮断周波数を求めるが、求め方がたいへん難解なため

コイルやコンデンサの値は、このまま覚えること。

解説

この回路は入力から出力にコイルが挿入されていているので、高域の周波数で出力が低下する低域

フィルタ（ＬＰＦ）である。遮断周波数ｆｃは通過域に比べて出力電力が 3〔ｄＢ〕減衰した周波数

である。 －3〔ｄＢ〕の真数は電力比で 1/2 、電圧比で 1/√2 である。

［正答：1]

Point フリップフロップ回路は，入力した値の順序によって出力が決まる順序論理回路である。

解説

問題図のフリップフロップ回路の入力Ｒをリセット、Ｓをセットと呼ぶ。真理値表を次に示す。

Ｒ Ｓ Ｘ Ｙ 動作

０ ０ 保持 ホールド

１ ０ ０ １ リセット

０ １ １ ０ セット

１ １ ０ ０ 禁止



問題図のフリップフロップ回路において，入力Ｒ，Ｓが“１”，“０”のときをリセット状態，入

力Ｒ，Ｓが“０”，“１”のときをセット状態と呼び，真理値表のように出力が決まる。

入力Ｒ，Ｓが“０”，“０”のときはホールド状態となり，出力ＸとＹの状態によって決まる。

また，入力Ｒ，Ｓが“１”，“１”のときは禁止状態と呼び，出力が不定となる。

題意より入力(Ｒ，Ｓ)＝(０，１)を与えたとき、セット状態となるので真理値表のように出力(Ｘ，

Ｙ)＝(１，０)となる。

その後、入力(Ｒ，Ｓ)＝(０，０)にすると出力は保持されるので、出力(Ｘ，Ｙ)＝(１，０)の状態

から変わらない。

次に、入力(Ｒ，Ｓ)＝(１，０)にするとリセット状態となるので真理値表のように出力(Ｘ，Ｙ)＝

(０，１)となる。

最後に、入力(Ｒ，Ｓ)＝(０，０)にすると出力は保持されるので、出力(Ｘ，Ｙ)＝(０，１)の状態

から変わらない。

よって、Ｘ＝０，Ｙ＝１となる。

［正答：2]

解説

妨害波の周波数ｆ１＝438.98〔ＭＨｚ〕およびｆ２＝493.54〔ＭＨｚ〕による2波3次の相互変調積

の周波数ｆＸ〔ＭＨｚ〕は、次の二つの式で表される。

ｆＸ＝2ｆ１－ｆ２＝2×438.98－439.54＝438.42〔ＭＨｚ〕 ①

ｆＸ＝2ｆ２－ｆ１＝2×439.54－438.98＝440.10〔ＭＨｚ〕 ②

低い方の周波数は、式①の438.42〔ＭＨｚ〕である。

［正答：2]



Point ノーマル・モードは、内部導体と外部導体の電流が逆向き（逆相）で、コモン・モードは、

内部導体と外部導体の電流が同じ向き（同相）である。環状のフェライトコアに電線を巻く場合は、

二つのコイルが和動接続となって、合成インダクタンスが大きくなるような向きに巻く。

［正答：5]

Point ターンスタイルアンテナを水平に設置すると、水平偏波でほぼ全方向性の指向特性を持つ。

アンテナの配列面の垂直方向では、偏波面が円偏波となる。円偏波のアンテナは衛星通信に用いられ

る。

［正答：2]



Point ネットワークアナライザは、伝送線路やアンテナの調整などに用いられる。Ｓパラメータは、

入力と出力を持つ四端子回路網の解析に用いられる。

回路網の入力端からの入射波電圧をａ１、その反射波電圧をｂ１、出力端からの入射波電圧をａ２、

その反射波電圧をｂ２とすると、次式が成り立つ。

ｂ１＝Ｓ１１ａ１＋Ｓ１２ａ２

ｂ２＝Ｓ２１ａ１＋Ｓ２２ａ２

ここで、Ｓ１１、Ｓ１２、Ｓ２１、Ｓ２２は４端子回路網を表す定数であり、Ｓパラメータという。各

パラメータは、次式で表される。

ｂ１
Ｓ１１＝

ａ１ （ａ２＝0）

ｂ１
Ｓ１２＝

ａ２ （ａ１＝0）

ｂ２
Ｓ２１＝

ａ１ （ａ２＝0）

ｂ２
Ｓ２２＝

ａ２ （ａ１＝0）

Ｓ１１は入力端の反射を表す定数である。ここで、出力端に現れる透過波電圧をｂ２とすると、

Ｓ２１は透過を表す定数である。

［正答：3]


